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はじめに 
３６００シリーズは背面の DB9ポートに 3311PCコンバーターを接続することで PCにより制御
することが可能です。ここでは制御に使用されるプロトコルについ説明します。 

 
１．RS-232通信設定 
最初に下記項目を PC及び 3600シリーズに設定します。 
本体と PCの通信確立 
 本体設定 

本体のアドレスは 0～31で設定します。 
  通信速度：9600 (その他速度 4800/19200/38400) 
 PC設定 
  通信速度 電源の設定に合わせます。 

データビット：8 
  ストップビット：１ 
  ベリファイ：無し 
 

２．DB9シリアルインターフェース 
3600 の通信ポートと PC をつなぎます。接続には 3311PC コンバーター(レベル変換及び絶縁)を
使用します。 

 
３．フレーム規格 
フレームの長さは 26バイトになっており、形式は下記のようになっています。 
バイト番号 1 2 3 4－25 26 
入力内容 AA アドレス コマンドバイト 関連情報 チェックサム 

入力内容 
１．AA：機器のコードとなり 1バイト使用します。 
２．アドレスは 0から 31番となり 1バイト使用します。 
３．コマンドは 1バイト使用し、それ以降のバイトに設定値等が入力されます。 
４．接続が確認されますと電源は必ず現在の状態をPCに送信します(最大電流、最大電圧、現

在の電圧設定)。またコマンドを送信しますと必ずエコーバックがかかります。 
  
コマンドリスト 
ここで使用されるコマンド(数値)はすべて 16進法で表現されています。 
コマンド 設定内容 

80 最大電流、最大電力、電圧の設定 
81 電流出力、電圧出力、電力の送信要求 

現在の電源の状態 
出力 ON/OFF、過電流、過電力 

82 出力 ON/OFFの管理 



４．コマンドについて 
１）PC制御・ローカール制御切替及び出力 ON/OFF：８２ 

本体を PCより制御するにはコマンド 82を使用し接続を確立します。PC制御、ON・OFFの
設定はバイト４に入力します。 
設定内容 
0ビット：電源 ON/OFFの設定 
1ビット：PC制御/ローカル制御切替 

1ビット ０ビット 
０ ローカル制御 ０ 出力 OFF 
１ PC制御 １ 出力 ON 

１６進法に変換しますと下記のようになります。 
ローカル制御 ００ 
PC制御 出力 OFF ０２ 
PC制御 出力 ON ０３ 

 
フレームでの入力は下記の通りです。 
ローカル制御 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
入力 AA 00 82 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
バイト 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 2C 

 PC制御、出力 OFF 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
入力 AA 00 82 02 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
バイト 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 2E 

 PC制御、 出力 ON 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
入力 AA 00 82 03 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
バイト 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 2F 

 



２）出力設定：８０ 

本コマンドで電源の上限設定及び出力電圧を設定します。 
設定内容(例) 
上限電流 3000mA 上限電圧 36000mV 電力 10800(108Wとなります)  
出力電圧 3000mV 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
入力 AA 00 80 B8 0B A0 8C 00 00 30 2A B8 0B 00 00 

    3000mA 36000mV 10800(W×100) 3000mV 
バイト 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 36 

 
1バイト⇒AA――固定です。 
2バイト⇒00――機器の ID番号です。  
3バイト⇒80――コマンドが入ります。 
4バイト/5バイト：最大電流設定 ―― 4バイト目が上位の桁となり 3バイト目が下位の桁
となります。つまり B8、0Bは 0B、B8となります。10進法に直しますと 3000（mA）とな
ります。 
６バイト/7 バイト：最大電圧設定 ―― 6 バイト目が上位の桁となり 5 バイト目が下位の
桁となります。つまり 8CA0となり、10進法に直しますと 36000となります。 
8バイト/9バイト：最大電圧設定 ―― 出力レンジの広い電源で使用します。(72VDC) 
10バイト/11バイト：最大出力電力設定 ―― 11バイト目が上位の桁となり 10バイト目が
下位の桁となります。つまり 2A30となり、10進法に直しますと 10800(108W)となります。 
12 バイト/13 バイト：電圧設定 ―― 13 ﾊﾞｲﾄバイト目が上位の桁となり 12 バイト目が下
位の桁となります。つまり 0BB8となり、10進法に直しますと 3000mVとなります。 
14バイト/15バイト：電圧設定 ―― 出力レンジの広い電源で使用します。(72VDC) 
16 バイト：電源の新しいアドレスを設定します。アドレスと同じ番号を入れてください。
3645Aは通常は１です。 
17から 25バイト ―― システム用で使用しません。 
26バイト：フレームの総バイト数です。 

 
３）現在の電源の状態：８１ 

 現在電源がどのような状態かを確認するには８１を送信します。 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
入力 AA 00 81 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
バイト 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 2B 

  



返信内容は下記のようになります。 
バイト 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
入力 AA 00 81 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

    電流値

(mA) 

電圧値(mV) 電力 

(W×100) 

最大電流設定

(mA) 

バイト 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入力 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00  

 最大電圧

設定値

(mV) 

最大電力設定(W×100) 電圧設定値(mV) 出力状態 予備  

 現在の状態はバイト２４で返信されます。 
返信内容 
０ビット：電源の出力状態  ０：OFF、１：ON 
１ビット：過電流状態   ０：正常、１：異常 
２ビット：過電力状態   ０：正常、１：異常 
３ビット：制御状態   ０：ローカル １：PC制御 
１６進法に変換しますと下記のようになります。 

3ビット 2ビット 1ビット ０ビット  16進法 
０ ０ ０ ０ ⇒ ００ 

制御：ローカル 過電力：無し 過電流：無し 出力：OFF   
１ ０ ０ ０ ⇒ ０８ 
PC 無し 無し OFF   
０ ０ ０ １ ⇒ ０１ 

ローカル 無し 無し ON   
１ ０ ０ １ ⇒ ０９ 
PC 無し 無し ON   
０ １ ０ １ ⇒ ０５ 

ローカル 異常 無し ON   
０ ０ １ １ ⇒ ０３ 

ローカル 無し 異常 ON   
１ １ ０ １ ⇒ ０D 
PC 異常 無し ON   
１ ０ １ １ ⇒ ０B 
PC 無し 異常 ON   
０ １ １ １ ⇒ ０７ 

ローカル 異常 異常 ON   
１ １ １ １ ⇒ F 
PC 異常 異常 ON   
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